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『つなげよう！市民のチカラ！』 

 

○第５０回：２０１９年６月２３日（日） 

○ゲ ス ト：桔梗野町会町会長 

工藤 朝臣（ｸﾄﾞｳ ｱｿﾐ） さん 
 

写真：工藤さん 
 

○ 放送内容 

今回の放送では、桔梗野町会町会長としてご活躍されている工藤朝臣さんをゲストにお

招きしました。 

工藤さんはこの日、学生を巻き込んだ町会活動や、今後学生と一緒に町会として行いた

い活動などについてお話をしてくださいました。 

 

♦ 学生との交流が活発な桔梗野町会 

 桔梗野町会は弘前大学が近いということもあって、学生が多く住んでいますが、これま

で、学生が町会に加入するということはあまりなかったそうです。しかし、数年前にある

一人の学生が自ら進んで町会に加入してくれたことをきっかけに、桔梗野町会と学生の交

流が多くなりました。現在は、弘前大学の学生地域団体「Smoothie（スムージー）」と交

流があり、所属する学生が町会の夏祭りや餅つき大会などのお手伝いをしてくれたり、町

会のねぷたに参加したりするなど、桔梗野町会では学生を巻き込んだ活発な町会活動が行

われています。特に昨年度は町会の行事で、学生が流しそうめんをやって子どもたちを楽

しませてくれたそうで、そういった学生ならではの発想、行動力に非常に助けられている

ので、これからも交流を続けていきたいということでした。 

 

♦ 学生は町会活動の貴重なエネルギー 

 町会活動をする中での悩みはやはり若い世代の人が少ないこと。だからこそ、学生が町

会活動に参加してくれるのはすごくうれしいことで、若い世代が参加してくれると町会全

体が盛り上がって元気になるので、桔梗野町会にとって学生は活動の貴重なエネルギーと

なっています。 

今後の町会活動の抱負として、工藤さんは、「最近は機械などが急速に発展していて、パ

ソコンやスマートフォンなどを誰もが使う時代となってきている。高齢者でもそれらを使

って日々の生活に役立てる、そんな時代が来ていると思う。だから、これからは学生さん

に地域の人たちとの交流も交えて、機械の使い方をレクチャーしてくれるとすごく助かる。

なので、簡単な講座とかをやれたらいいなと思う。」とお話ししてくださいました。 


